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(57)【要約】
【課題】仕上げの状態をプレビューにて確実に確認でき
るようにすることで、ユーザの設定誤りによる無駄な画
像形成処理を防止できるようにするとともに、高速にプ
レビュー表示を行うための処理負荷を軽減した画像形成
装置を提供する。
【解決手段】画像形成を行う前のプレビュー画面８０Ａ
において、画像データのページ全体を表すプレビュー画
像８１が表示される。そして、この画像データを印刷し
た記録紙に対してパンチ穴の形成などの仕上げが設定さ
れている場合は、プレビュー画像８１の記録紙領域外に
仕上げ情報としてのパンチ穴８２が表示される。また、
パンチ穴８２とともに、実際のパンチ穴の記録紙に対す
る位置を示す矢印も仕上げ情報の一部として表示してさ
れる。パンチ穴以外の仕上げ情報としては、ステープル
や紙折りの情報がある。
【選択図】図１５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示部と、該表示部の表示に応じた操作入力を行うための操作入力部と、画像データを
画像形成する画像形成手段と、前記画像形成を行う前に前記画像データのプレビュー画像
を前記表示部に表示する表示制御部とを備えた画像形成装置において、
　前記表示部に前記画像データのプレビュー画像を表示する際に、前記プレビュー画像の
記録紙領域外に仕上げ情報を表示することを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記仕上げ情報はステープル、パンチまたは、紙折りに関する情報であることを特徴と
する請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記仕上げ情報は、記号、文字、またはアイコンで識別可能に表示されることを特徴と
する請求項１または２に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記画像データのプレビュー画像に対して仕上げ情報が施される位置を示す情報を、前
記仕上げ情報とともに前記プレビュー画像の前記記録紙領域外に表示することを特徴とす
る請求項１から３までのいずれか１項に記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記仕上げ情報は強調表示されることを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載
の画像形成装置。
【請求項６】
　前記表示部に表示される画像データのプレビュー画像は縮小表示または拡大表示が可能
であることを特徴とする請求項１から５までのいずれか１項に記載の画像形成装置。
【請求項７】
　前記プレビュー表示される画像データの画像を入力するための入力部を有することを特
徴とする請求項１から６までのいずれか１項に記載の画像形成装置。
【請求項８】
　前記表示部に表示される画像データのプレビュー画像の方向は前記入力部で入力された
画像の入力方向と同じ方向でプレビュー表示されることを特徴とする請求項７に記載の画
像形成装置。
【請求項９】
　前記表示部に表示される画像データのプレビュー画像の方向が記録紙の排紙方向に応じ
て決定されることを特徴とする請求項１から７までのいずれか１項に記載の画像形成装置
。
【請求項１０】
　前記表示部に表示される画像データのプレビュー画像の方向が記録紙の排紙方向と異な
る際にはメッセージを表示することを特徴とする請求項９に記載の画像形成装置。
【請求項１１】
　前記表示部に２ページ分の画像データを合わせてプレビュー画像として表示する際に、
一方の画像データの記録紙領域外に仕上げ情報を表示することを特徴とする請求項１から
１０のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【請求項１２】
　前記入力部は、スキャナ装置、装置内部の記憶装置、着脱可能な記憶（メモリ）装置、
又は通信回線であることを特徴とする請求項７に記載の画像形成装置。
【請求項１３】
　前記表示部に表示される画像データのプレビュー画像が所定の倍率以上で表示される際
には、前記プレビュー画像の記録紙領域内に仕上げ情報を表示することを特徴とする請求
項１から１２項のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【請求項１４】
　画像形成装置に接続されたコンピュータに組み込むためのプログラムであって、該プロ
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グラムは、前記コンピュータに、前記画像形成装置で出力する対象の画像データからプレ
ビュー画像を生成し、前記コンピュータの表示部に表示するステップと、前記プレビュー
画像の記録紙領域外に仕上げ情報を表示するステップとを、実行させるためのプログラム
。
【請求項１５】
　コンピュータが、該コンピュータに接続された画像形成装置で出力する対象の画像デー
タからプレビュー画像を生成し、前記コンピュータの表示部に表示するステップと、前記
プレビュー画像の記録紙領域外に仕上げ情報を表示するステップを含むことを特徴とする
プレビュー表示方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、原稿画像を読み取った画像データを画像形成前にプレビューする機能を備え
た画像形成装置、その画像形成装置に接続されるコンピュータに組み込むためのプログラ
ム、及びプレビュー表示方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、複写機等の画像形成装置において、画像形成を行う画像データを画像形成前
にプレビュー表示する機能が備わっているものがある。
　例えば、スキャナによって読み取った原稿の画像データや、外部機器から送信された画
像データを画像形成（印刷）させる際に、画像形成しようとする画像データをプレビュー
表示させ、その表示をユーザが確認してから画像形成を行うことができるようにしたもの
がある。
【０００３】
　また、画像形成装置で画像データを画像形成させる際に、ユーザの設定に応じて様々な
仕上げ処理を行うことができるようにしたものがある。例えば、画像形成を行う用紙(記
録紙)にステープルを施したり、パンチ穴を開けたりする処理がある。あるいは、画像形
成を行う用紙に対して異なる種類の用紙を所定の位置に挿入していく合い紙処理や、ＯＨ
Ｐ用紙の間にあて紙を挿入していくＯＨＰ合い紙処理などがあり、さらには、画像形成す
る用紙に対して異なる種類の用紙を先頭のページ位置に表表紙として挿入する処理や、異
なる種類の用紙を最後のページ位置に裏表紙として挿入する処理などもある。
【０００４】
　このような仕上がり状態を確認するために、画像形成を行う前に事前に仕上がり状態を
示すプレビュー表示を行わせるようにする手法が提案されている。例えば、ユーザが仕上
がり状態としてステープルやパンチ穴を施す処理を設定したときに、その設定した仕上が
り状態をプレビュー画面に表示させるようにしたものがある。
【０００５】
　例えば、特許文献１には、画像形成後の用紙に対して後処理を行う後処理手段と、その
後処理の種類を選択する後処理選択手段とを有する画像形成装置が開示されており、画像
データに蓄積された画像データを縮小サイズの画像データに変換する画像データ縮小手段
と、縮小前の画像データに基づいて画像形成する用紙に前記後処理選択手段によって選択
された後処理を施した場合の状態を示す仕上がり画像を前記縮小サイズの画像データを加
工して表示する仕上がり画像表示手段が設けられている。
【０００６】
　また、特許文献２に開示されたプレビュー表示装置では、複数枚の印刷を行う場合に、
印刷済みの用紙１枚１枚を示す複数のプレビュー画像を表示している。そして、各用紙に
なされるステープル、パンチおよびスタンプなどの後処理の位置を、プレビュー画像内に
表示してユーザに示し、ユーザの操作などに応じて後処理の位置を、後処理が印刷済みの
画像に影響を与えないように調節している。
【特許文献１】特開２００３－８７５６０号公報
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【特許文献２】特開２００３－５４７１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　このように、表示手段に画像データをサムネイル表示し最終の仕上がり状態を確認する
手法が広く用いられている。そして、このような画面に対して仕上がり状態をプレビュー
させる場合、ページ毎の縮小画像により画像データを表示させることになる。しかしなが
ら、表示されるプレビュー画像は、実際に印刷される用紙より小さくなることから、縮小
されたページ毎の画像にステープルやパンチ等の仕上がり状態を表示すると、ステープル
やパンチの画像が非常に小さなものとなってしまい、仕上がり状態をユーザが確認するこ
とが困難となってしまう。
【０００８】
　このため、このような場合には、ステープルやパンチ等の仕上がり状態を実際のものよ
り強調（拡大）してプレビュー画面に表示するのが一般的である。
　しかし、この場合、後処理の設定が正しい場合であっても、表示された画像情報と後処
理に関する表示が重なり、後処理の設定誤りがあるように画像情報が欠落する表示となり
、利用者に混乱を与えていた。
【０００９】
　さらに、画像データのプレビュー画像に対して仕上がり状態を強調して表示させようと
すると、実際にはパンチ穴を開けても画像（コンテンツ）は消えないにもかかわらず、パ
ンチ穴を開けるためにあたかもその部分の画像が無くなってしまうかのように表示される
ことがある。また、これと同様に、ステープルを施しても実際には画像は消えないにもか
かわらず、ステープルによってあたかも画像が一部見えなくなるようなプレビュー表示が
行われることがある。これらのことから、プレビュー画像における仕上げの状態をより確
実に確認できる技術が望まれている。
【００１０】
　また、従来技術では、コピー用紙にパンチ穴を開ける後処理を設定すると、プレビュー
画面の記録紙領域内に設定したパンチ穴が表示される。一方、元々の原稿にパンチ穴があ
った場合でも前記したものと同様に、元々の原稿にあるパンチ穴がプレビュー画面の記録
紙領域内に表示される。このために、パンチ穴のある原稿をコピーするときのプレビュー
では、プレビュー画面上にあるパンチ穴が、原稿に元々あるのか、ユーザがパンチの後処
理を設定したためにできたものなのか、判別しにくいと言う問題点もあった。
　このためパンチ穴を有す原稿をコピーする際にパンチの設定を忘れても、ユーザはプレ
ビュー画面に存在する原稿のパンチ穴を、自分がパンチを設定したために存在していると
誤解して、コピーを始めることがあった。このような場合複写機はパンチの後処理が施さ
れていないコピーを生成する。この時点で初めてユーザは、自分がパンチの後処理設定を
忘れたことに気がつき、生成したコピーに別途パンチ穴を開ける作業を行うか、できあが
ったコピーを廃棄して再度パンチを設定し直してコピーを取る作業を行う必要があった。
【００１１】
　さらに、原稿の画像情報とは関係ない様々な後処理をプレビューの表示後に設定したり
、また先に行っていた後処理の設定を取りやめて再プレビュー表示を行ったりする場合も
ある。従来では後処理の設定されたものがプレビュー内に表示されるために、このような
変更時には、後処理の設定内容に応じて、スキャンした画像に対して後処理の効果を合成
してプレビュー画面を再作成する必要があった。
　そして、プレビュー表示を実行する際に、その処理に時間がかかるといった問題もあっ
た。
【００１２】
　本発明は、上述のような実状に鑑みてなされたものであり、仕上げの状態をプレビュー
にて確実に確認できるようにすることで、ユーザの設定誤りによる無駄な画像形成処理を
防止できるようにするとともに、高速にプレビュー表示を行うためにプレビュー画面作成
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のための処理負荷を軽減した画像形成装置、その画像形成装置に接続されるコンピュータ
に組み込むためのプログラム、及びプレビュー表示方法を提供することを目的とするもの
である。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上記課題を解決するために、第１の技術手段は、表示部と、該表示部の表示に応じた操
作入力を行うための操作入力部と、画像データを画像形成する画像形成手段と、前記画像
形成を行う前に前記画像データのプレビュー画像を前記表示部に表示する表示制御部とを
備えた画像形成装置において、前記表示部に前記画像データのプレビュー画像を表示する
際に、前記プレビュー画像の記録紙領域外に仕上げ情報を表示することを特徴としたもの
である。
【００１４】
　第２の技術手段は、第１の技術手段において、前記仕上げ情報はステープル、パンチま
たは、紙折りに関する情報であることを特徴としたものである。
【００１５】
　第３の技術手段は、第１または２の技術手段において、前記仕上げ情報は、記号、文字
、またはアイコンで識別可能に表示されることを特徴としたものである。
【００１６】
　第４の技術手段は、第１から３のいずれかの技術手段において、前記画像データのプレ
ビュー画像に対して仕上げ情報が施される位置を示す情報を、前記仕上げ情報とともに前
記プレビュー画像の前記記録紙領域外に表示することを特徴としたものである。
【００１７】
　第５の技術手段は、第１から４のいずれかの技術手段において、前記仕上げ情報は強調
表示されることを特徴としたものである。
【００１８】
　第６の技術手段は、第１から５のいずれかの技術手段において、前記表示部に表示され
る画像データのプレビュー画像は縮小表示または拡大表示が可能であることを特徴とした
ものである。
【００１９】
　第７の技術手段は、第１から６のいずれかの技術手段において、前記プレビュー表示さ
れる画像データの画像を入力するための入力部を有することを特徴としたものである。
【００２０】
　第８の技術手段は、第７の技術手段において、前記表示部に表示される画像データのプ
レビュー画像の方向は前記入力部で入力された画像の入力方向と同じ方向でプレビュー表
示されることを特徴としたものである。
【００２１】
　第９の技術手段は、第１から７のいずれかの技術手段において、前記表示部に表示され
る画像データのプレビュー画像の方向が記録紙の排紙方向に応じて決定されることを特徴
としたものである。
【００２２】
　第１０の技術手段は、第９の技術手段において、前記表示部に表示される画像データの
プレビュー画像の方向が記録紙の排紙方向と異なる際にはメッセージを表示することを特
徴としたものである。
【００２３】
　第１１の技術手段は、第１から１０のいずれかの技術手段において、前記表示部に２ペ
ージ分の画像データを合わせてプレビュー画像として表示する際に、一方の画像データの
記録紙領域外に仕上げ情報を表示することを特徴としたものである。
【００２４】
　第１２の技術手段は、第７の技術手段において、前記入力部は、スキャナ装置、装置内
部の記憶装置、着脱可能な記憶（メモリ）装置、又は通信回線であることを特徴としたも
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のである。
【００２５】
　第１３の技術手段は、第１から１２のいずれかの技術手段において、前記表示部に表示
される画像データのプレビュー画像が所定の倍率以上で表示される際には、前記プレビュ
ー画像の記録紙領域内に仕上げ情報を表示することを特徴としたものである。
【００２６】
　第１４の技術手段は、画像形成装置に接続されたコンピュータに組み込むためのプログ
ラムであって、該プログラムは、前記コンピュータに、前記画像形成装置で出力する対象
の画像データからプレビュー画像を生成し、前記コンピュータの表示部に表示するステッ
プと、前記プレビュー画像の記録紙領域外に仕上げ情報を表示するステップとを、実行さ
せるためのプログラムである。
【００２７】
　第１５の技術手段は、コンピュータが、該コンピュータに接続された画像形成装置で出
力する対象の画像データからプレビュー画像を生成し、前記コンピュータの表示部に表示
するステップと、前記プレビュー画像の記録紙領域外に仕上げ情報を表示するステップを
含むことを特徴としたものである。
【発明の効果】
【００２８】
　本発明によれば、仕上げの情報をプレビュー画像の記録紙領域外に表示しているため、
仕上げの状態をプレビュー画面にて確実に認識でき、ユーザの設定誤りによる無駄な画像
形成処理を防止できる。また、プレビュー画像と仕上げ情報とを合成して表示させる必要
がないため、プレビュー画像の作成負荷が軽減され、プレビュー表示時間の短縮が可能と
なる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２９】
　以下、本発明を実施するための最良の形態について図面を参照して説明する。以下、本
発明に係る画像形成装置をプリント機能、コピー機能、ファクシミリ送受信機能等を有す
るデジタル複合機に適用した形態について、その実施の形態を示す図面に基づいて具体的
に説明する。
【００３０】
　＜装置構成＞
　図１は、本発明の一実施形態に係る画像形成装置の一例としてのデジタル複合機を用い
て構築される画像処理システムの構成例を示す模式図である。
　図１において、１はデジタル複合機、２、３は外部コンピュータ、４はインターネット
ファクシミリ装置（インターネットＦＡＸ装置）、５はファクシミリ装置である。
【００３１】
　デジタル複合機１は、本発明の画像形成装置の実施形態の１つであり、プリント機能、
コピー機能の他に、画像データをファックスで送受信する機能（ファクシミリ機能）及び
／又は画像データをインターネットＦＡＸで送受信する機能（インターネットＦＡＸ機能
）を有する。このデジタル複合機１には、通信網を介して各種の外部機器が接続される。
例えば、ローカルな通信網として敷設されている通信ネットワークＬＮには、パーソナル
コンピュータ（ＰＣ）等の外部コンピュータ２が接続されおり、図に示していないゲート
ウェイ等を介して接続されているインターネット網ＩＮには外部コンピュータ３及びイン
ターネットＦＡＸ装置４が接続される。また、デジタル複合機１には、公衆電話回線網Ｐ
Ｎを介して外部のファクシミリ装置５が接続される。　
【００３２】
＜装置全体の説明＞
　図２は、図１のデジタル複合機においてインナーフィニッシャーを有する場合の構成例
を示す説明図である。
　図２のデジタル複合機１は、後処理装置３００と共に２つの給紙装置４００、５００が
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付設された構成を例示しているが、本発明における画像形成装置には少なくとも後処理装
置が付設されていればよい。また、図２には示していないが、デジタル複合機１には、Ｃ
ＣＤ（Charge Coupled Device）を利用したスキャナで、原稿を所定の解像度のＲＧＢ（
Ｒ：赤、Ｇ：緑、Ｂ：青）のビットマップ画像として読み取るための読み取り部を備えた
画像データの入力装置が付設される。
【００３３】
　デジタル複合機１は、ネットワーク等を介して入力された画像情報に基づいて電子写真
方式による多色及び単色の画像形成を選択的に行い、形成した画像を用紙(記録紙)に記録
するものである。デジタル複合機１は、画像形成部１０６、用紙収容部１０７及び用紙搬
送部１０８を備えている。
　画像形成部１０６は、露光ユニット１１０、中間転写ベルト１１１、二次転写ローラ１
１４を備え、中間転写ベルト１１１と露光ユニット１１０との間に、画像形成ステーショ
ン１１２Ａ～１１２Ｄを一列に配置して構成されている。
　画像形成ステーション１１２Ａ～１１２Ｄのそれぞれは、カラー画像を色分解して得ら
れる減法混色の３原色であるシアン、マゼンタ、イエローにブラックを加えた計４色の各
色相の画像情報に基づいて画像形成を行う。
　ブラックの画像形成ステーション１１２Ａは、感光体ドラム１０１Ａ、現像ユニット１
０２Ａ、帯電ローラ１０３、一次転写ローラ１０４及びクリーニングユニット１０５等を
備えている。
【００３４】
　帯電ローラ１０３は、感光体ドラム１０１Ａの表面を所定の電位に均一に帯電させる接
触方式の帯電器である。帯電ローラ１０３に代えて、帯電ブラシを用いた接触方式の帯電
器、又は、帯電チャージャを用いた被接触方式の帯電器を用いることもできる。露光ユニ
ット１１０は、半導体レーザ等の光源、ポリゴンミラー及び反射ミラー等を備えている。
感光体ドラム１０１Ａには、露光ユニット１１０からブラックの画像情報に基づく画像光
が照射され、ブラックの色相の画像情報に応じた静電潜像が形成される。
　現像ユニット１０２Ａは、静電潜像が形成された感光体ドラム１０１Ａの表面にブラッ
クのトナーを供給し、静電潜像をトナー像に現像する。クリーニングユニット１０５は、
感光体ドラム１０１Ａの表面に残留したトナーを回収する。
　中間転写ベルト１１１は、ループ状の移動経路を形成している。中間転写ベルト１１１
は下側の移動経路において感光体ドラム１０１Ａと一次転写ローラ１０４との間を通過す
る。
【００３５】
　一次転写ローラ１０４には、トナーの帯電極性と逆極性の一次転写バイアスが定電圧制
御によって印加され、感光体ドラム１０１Ａに形成されたトナー像は中間転写ベルト１１
１の外周面に転写される。
　シアン、マゼンタ及びイエローの各色相の画像形成ステーション１１２Ｂ、１１２Ｃ、
１１２Ｄのそれぞれは、画像形成ステーション１１２Ａと同様に構成されている。ただし
、画像形成ステーション１１２Ｂ、１１２Ｃ、１１２Ｄのそれぞれには、シアン、マゼン
タ及びイエローの各色相の画像情報によって変調された画像光が露光ユニット１１０から
照射される。また、現像ユニット１０２Ｂ，１０２Ｃ，１０２Ｄのそれぞれは、シアン、
マゼンタ及びイエローの各色相のトナーを感光体ドラム１０１Ｂ，１０１Ｃ，１０１Ｄに
供給する。
【００３６】
　これによって、感光体ドラム１０１Ｂ、１０１Ｃ、１０１Ｄのそれぞれには、シアン、
マゼンタ及びイエローの各色相のトナー像が形成される。
　イエロー、マゼンタ、シアン及びブラックの色相の一部のみの画像情報が入力された場
合には、４つの画像形成ステーションのうち、入力された画像情報の色相に対応する一部
のみにおいて静電潜像の形成及びトナー像の形成が行われる。例えば、モノクロ画像形成
時には、ブラックの画像形成ステーション１１２Ａのみにおいて静電潜像の形成及びトナ



(8) JP 2010-35030 A 2010.2.12

10

20

30

40

50

ー像の形成が行われ、中間転写ベルト１１の外周面にはブラックの現像剤像のみが転写さ
れる。
【００３７】
　フルカラー画像形成時には、４つの画像形成ステーション１１２Ａ、１１２Ｂ、１１２
Ｃ、１１２Ｄの全てにおいて静電潜像の形成及びトナー像の形成が行われる。中間転写ベ
ルト１１１の外周面にはイエロー、マゼンタ、シアン及びブラックのトナー像が順次重ね
合わされて転写される。
　　中間転写ベルト１１１の外周面に転写されたトナー像は、中間転写ベルト１１１の回
転によって、二次転写ローラ１１４との対向位置に搬送される。二次転写ローラ１１４は
、中間転写ベルト１１１の外周面に所定のニップ圧で圧接している。中間転写ベルト１１
１と二次転写ローラ１１４との対向する位置が、用紙に対する画像形成が行われる画像形
成位置１３０である。
【００３８】
　用紙収容部１０７は、それぞれに単一種類の複数枚の用紙が収納される給紙カセット１
１６Ａ、１１６Ｂ及び手差しトレイ１１７を備えている。また、画像形成装置２には、外
部の用紙収容部として、給紙装置４００、５００がオプションで備えられている。
　給紙装置４００は、デジタル複合機１の下方に配置され、内部に給紙カセット１１６Ｃ
、１１６Ｄを備えている。給紙装置５００は、画像形成装置２の側面に配置され、単一種
類の複数枚の用紙を大量に収納している。
【００３９】
　用紙搬送部１０８には、給紙カセット１１６Ａ、１１６Ｂから画像形成位置１３０を経
由してデジタル複合機１の上面に設置された後処理装置３００に至る第１用紙搬送路１３
１が形成されている。この第１用紙搬送路１３１には、ピックアップローラ１２１Ａ、１
２１Ｂ、給紙ローラ１２２Ａ、１２２Ｂ、レジストローラ１３２、定着ユニット１３３、
第４搬送ローラ、第１排紙ローラ１３４等が配置されている。
　また、用紙搬送部１０８には、手差しトレイ１１７を第１用紙搬送路１３１の用紙搬送
方向におけるレジストローラ１３２の上流側に連絡する第２用紙搬送路１３５が形成され
ている。
【００４０】
　さらに、用紙搬送部１０８には、第１用紙搬送路１３１の定着ユニット１３３と第１排
紙ローラとの間を、第１用紙搬送路１３１の用紙搬送方向におけるレジストローラ１３２
の上流側に連絡する第３用紙搬送路１３６（両面搬送路）が形成されている。第３用紙搬
送路１３６は、用紙の両面に画像を形成する両面画像形成時に、第１排紙ローラの反転に
よってスイッチバック搬送される片面画像形成済の用紙が搬送されるものである。
　その他、用紙搬送部１０８には、給紙装置５００を第１用紙搬送路１３１に連絡する第
５用紙搬送路１３７も形成されている。給紙装置４００にある給紙カセット１１６Ｃ、１
１６Ｄは、給紙装置４内部に設けられた第６用紙搬送路１３８を介して第１用紙搬送路１
３１に連絡される。
【００４１】
　用紙収容部７及び給紙装置４００、５００から供給された用紙は、第１用紙搬送路１３
１を搬送され、画像形成位置１３０を通過する際に、中間転写ベルト１１１からのトナー
像の転写を受ける。また、両面画像形成時は、トナー像が転写された用紙が第１排紙ロー
ラの反転によってスイッチバック搬送され、第３用紙搬送路１３６を経由して再び第１用
紙搬送路１３１に搬送される。そして、画像形成位置１３０を通過する際に、もう一方の
面に中間転写ベルト１１１からのトナー像の転写を受ける。
【００４２】
　第１用紙搬送路３１に配置されたレジストローラ１３２は、用紙収容部１０７（給紙カ
セット１１６Ａ、１１６Ｂ、手差しトレイ１１７）、給紙装置４００、給紙装置５００、
又は第３用紙搬送路１３６から搬送された用紙の先端が到達した時点では、回転を停止し
ている。
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　そして、レジストローラ１３２は、レジストローラ１３２を通過した用紙の先端が画像
形成位置１３０に到達した時に、中間転写ベルト１１１に付着しているトナー像の先端が
画像形成位置１３０に到達するタイミングで回転を開始する。
【００４３】
　これにより、用紙は、レジストローラ１３２によって先端が画像形成位置１３０におい
てトナー像の先端に対向するように第１用紙搬送路１３１内を搬送される。
　なお、レジストローラ１３２は、回転を停止している間に用紙の先端が当接することに
より、用紙の斜め送りを矯正する機能も有している。
【００４４】
　画像形成位置１３０においてトナー像が転写された用紙は、定着ユニット１３３に導か
れる。定着ユニット１３３は、トナー溶融温度まで昇温された加熱ローラ３３Ａ、及び、
加熱ローラ３３Ａに所定のニップ圧で圧接する加圧ローラ１３３Ｂを備えている。用紙は
、定着ユニット１３３を通過する際に加熱及び加圧され、トナー像が表面に定着した状態
で後処理装置３００に排出される。
　画像形成位置１３０では、中間転写ベルト１１１の周面に付着したトナー像の全てが用
紙に転写されるべきである。しかしながら。一部が中間転写ベルト１１１に残留する場合
がある。また、後述する処理により、中間転写ベルト１１１の周面に付着したトナー像が
用紙に転写されることなく画像形成位置１３０を通過する場合もある。このような画像形
成位置３０を通過後の中間転写ベルト１１１に残留したトナーは、クリーニングユニット
１１３によって回収される。
【００４５】
　一方、後処理装置３００はデジタル複合機１のオプション受渡口より排出された用紙を
装置内に搬入させて、各々の後処理を行って排紙トレイに積載するものである。後処理と
しては、用紙をステープル留めしたり、複数の排紙トレイのうち指定した排紙トレイに排
出したり、排紙トレイにおける排出位置をオフセットさせたり、といったものがある。
【００４６】
＜インナーフィニッシャーの動作説明＞
　図３は、図２に示す後処理装置を拡大して示す図面である。後処理装置３００では、後
処理として、用紙をステープル留めするステープル処理、用紙にパンチ穴を空けるパンチ
処理が対応可能である。
　後処理装置３００は、入口ローラ１７１、ステープラ１７２、パンチピン１７８、整合
処理部１７３、排紙ローラ１７４、用紙後端検知センサ１７６、及び排紙トレイ１７５等
を備えている。画像形成装置２の第１排紙ローラ３４にて排出された用紙は、入口ローラ
１７１に整合処理部１７３へと搬送され、整合処理部１７３が、用紙を処理台上に順次積
載して整合する。整合処理部１７３には、整合板や、パドル、掻き込みベルトなどが備え
られている。
【００４７】
　ステープル処理の場合、ステープラ１７２が、整合された用紙の束に対して、指定され
ている箇所にステープル留めを行う。ステープル留めされた用紙束は、排紙ローラ１７４
にて排紙トレイ１７５上に排出される。
　パンチ処理の場合は、用紙後端検知センサ１７６が用紙の後端を検知した時点で、用紙
の搬送が一旦停止され、パンチピン１７８が用紙の後端にパンチ穴を空ける。その後、整
合処理部１７３へと搬送されて整合されたのち、排紙ローラ１７４にて排紙トレイ１７５
上に排出される。
【００４８】
　上述のように、第１用紙搬送路１３１は、デジタル複合機１の内部において、用紙収容
部１０７から画像形成部１０６の画像形成位置１３０を経由して後処理装置３００に至る
間に形成されている。第１用紙搬送路１３１内には、用紙収容部７及び給紙装置４００、
５００の各給紙カセットから用紙が給紙される。各給紙カセットから用紙が給紙されたか
否かは、各給紙カセットに対応して設けられた給紙センサにて検出されるようになってい
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る。
　また、第１用紙搬送路１３１に配置されているレジストローラ１３２の近傍には、レジ
ストセンサが配置されている。レジストセンサは、用紙の先端が、レジストローラ３２の
配置位置に到達したか否かを検出するものである。
【００４９】
　第１用紙搬送路１３１に配置されている第１排紙ローラ（第１排出部）１３４は、正逆
駆動可能に構成されている。第１排紙ローラ１３４は、正転駆動されることで、用紙をオ
プション受け渡し口を通して後処理装置３００へと搬送する。また、第１排紙ローラ１３
４は、用紙の後端をチャックした状態で逆転駆動されることで、用紙をスイッチバック搬
送して、第３用紙搬送路１３６へと搬送する。
　第１排紙ローラ１３４の近傍には、第１用紙後端検知センサが配置されている。第１用
紙後端検知センサは、後処理装置３００へ搬送される用紙の後端が、第１排紙ローラ１３
４に到達したか否かを検出するものである。なお、本明細書において、用紙の後端、始端
は、用紙搬送方向に対して言うものとする。したがって、スイッチバック搬送される前と
後では、始端と後端は入れ替わる。
【００５０】
　上記第１用紙搬送路１３１から分岐する第３用紙搬送路１３６は、第１用紙搬送路１３
１における定着ユニット１３３と第１排紙ローラ１３４との間に配された第１搬送ローラ
８１の定着ユニット３３側で分岐している。第１搬送ローラ１６１も第１排紙ローラ１３
４と同様に、正逆駆動可能に構成されている。第１搬送ローラ１６１は、正転駆動される
ことで用紙を第１排紙ローラ１３４へと搬送する。また、第１搬送ローラ１６１は、逆転
駆動されることでスイッチバック搬送された用紙を第３用紙搬送路１３６へと搬送する。
　第３用紙搬送路１３６には、さらに第２、第３の搬送ローラ１６２、１６３が配置され
ている。これら第２、第３の搬送ローラ１６２、１６３は１方向にのみ回転して、用紙を
レジストローラ１３２へと再度搬送する。
【００５１】
　図４は、図２のデジタル複合機おける後処理装置の他の例を示す概略図である。
　後処理装置３０１は、装置本体より排出された用紙を入口ローラ３１１によって装置内
部に導き、デジタル複合機１からの指示により、用紙を処理せずに装置内部を素通りさせ
たり、装置内部で用紙を束ねて針止めするステープル処理を行う。
　後処理装置３０１において、デジタル複合機１からの指示によりノンステープルモード
が選択された場合は、用紙は、入口ローラ３１１により装置内に導入され、分岐爪３２１
、３２２を通過して（通常、分岐爪３２１、３２２はノンステープル搬送経路３３１方向
に位置している）、排紙ローラ３１２によって上下動可能な排紙トレイ３４１上に排出さ
れて積載される。この時、排紙ガイド板３５１は閉じた状態にある。
【００５２】
　デジタル複合機１の操作部において割り込みトレイ排出モードが選択された場合は、分
岐爪３２１が所定角度回転し、用紙は割り込みトレイ搬送経路３３２に搬送され、排紙ロ
ーラ３１３によって割り込みトレイ３４２に排出されて積載される。
　デジタル複合機１の操作部においてステープルモードが選択された場合は、分岐爪３２
２が作動して、用紙はステープル搬送経路３３３に搬入され、さらにステープルトレイ排
出ローラ３１４によってステープルトレイ３６１に排出されて積載される。
　ステープルトレイ３６１に排出された用紙は、たたきコロ３１５によって用紙１枚毎に
ステープルトレイ３６１の下方向に落とされ、用紙後端基準フェンス３６２に押し当てら
れ、そしてその後端の整合が行なわれる。
【００５３】
　整合された用紙は、端面綴じステープラ３６３によって用紙束後端の所定の位置に１個
所、または２個所の綴じ処理が施される。綴じ処理の施された用紙束は放出ベルト（図示
しない）と一体になった放出爪（図示しない）によって排紙ローラ３１２まで持ち上げら
れる。そして、排紙ガイド板３６１によって排紙ローラ３１２に加圧され、この排紙ロー
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ラ３１２によって排紙トレイ３４１に排出されて積載される。
【００５４】
　以下、このデジタル複合機１の機能とその構成及び動作について説明する。図５は、図
１のデジタル複合機の構成例を示す概略ブロック図である。
　また、図６は、図５のデジタル複合機におけるタッチパネル及びキー操作部の一例を示
す外観図である。
【００５５】
　図５で例示するデジタル複合機１は、タッチパネル１０、パネル制御部１１、記録部１
２、読取部１３、フォーマット変換部１４、画像記憶部１５、画像処理部１６、符号化／
復号部１７、メイン制御部１８、制御用メモリ１９、キー操作部２０、ＬＡＮ（Local Ar
ea Network）制御部２１、制御用バッファ２２、網制御部（ＮＣＵ：Network Control Un
it）２３、モデム２４及びＵＳＢ（Universal Serial Bus）インターフェース（Ｉ／Ｆ）
２５を備えている。
　なお、図５では示していないが、デジタル複合機１は、先述した穴あけ（パンチ）やス
テープル処理などを行う後処理装置を備えている。
【００５６】
　メイン制御部１８は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）又はＤＳＰ（Digital Signa
l Processor）などで構成される。制御用メモリ１９は、ＲＯＭ（Read Only Memory）や
ＥＥＰＲＯＭ（Electrically Erasable and Programmable ROM）等の不揮発性メモリなど
で構成される。制御用メモリ１９内には、メイン制御部１８から読み出し可能なように、
プログラム（ファームウェア）と各種設定データとが格納されている。このうち少なくと
も各種設定データは書き換え可能なメモリに格納されている。また、これらのプログラム
や各種設定データは、画像記憶部１５に記憶してもよい。また、制御用バッファ２２はＲ
ＡＭ（Random Access Memory）等の揮発性メモリで構成される。
【００５７】
　上述のプログラムは、本発明に係る後述のプレビュー画像の生成や表示に係る命令をは
じめ、ファクシミリ画像や電子メール等の生成・送信・受信等に係る命令、原稿の読み取
りに係る命令、印刷に係る命令、原稿の読み取り及び印刷（つまりコピー）に係る命令な
どを、メイン制御部１８が他の部位に対して行うためのものである。このプログラムは、
メイン制御部１８により、制御用バッファ２２上に展開され、制御用バッファ２２を一時
保存（作業）用のデータ領域として、後述の各種設定データを適宜参照しながら実行され
る。
【００５８】
　読取部１３は、ＣＣＤ（Charge Coupled Device）を利用したスキャナで、原稿を所定
の解像度のＲＧＢ（Ｒ：赤、Ｇ：緑、Ｂ：青）のビットマップ画像として読み取り、読み
取ったＲＧＢの画像データ（ドットイメージデータ）を画像処理部１６に出力する。画像
処理部１６は、ＡＳＩＣ（Application Specific Integrated Circuit）などで構成され
、対象となる画像データに対して様々な画像処理を施す。上述のＡＳＩＣには符号化／復
号部１７等の他の部位も組み込んでよい。
【００５９】
　画像記憶部１５は、ハードディスク等で構成され、読取部１３で読み取り画像処理部１
６を経た画像データや、ＬＡＮ制御部２１やＮＣＵ２３等を介して外部から受信した画像
データなどを記憶する。画像記憶部１５に画像データを記憶する際には、符号化／復号部
１７で符号化したデータを記憶することもできる。また、画像記憶部１５は、画像処理部
１６での画像処理中に発生する中間データの一時的な保存も行ってもよい。
【００６０】
　符号化／復号部１７は、画像データを符号化により圧縮すると共に、符号化画像データ
を元の画像データに復号（伸張）する。例えば、符号化／復号部１７は原稿を読み取った
画像データの符号化、その符号化データの復号、外部から受信した符号化画像データの復
号などを行う。符号化／復号部１７では、ファイリングで一般的に使用されているＪＰＥ
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Ｇ（Joint Photographic Experts Group）や、ファクシミリ通信で一般に使用されている
ＭＨ（Modified Huffman）、ＭＲ（Modified READ）、及びＭＭＲ（Modified Modified R
EAD）など、用途に応じた符号化方式を用いることができる。また、符号化方式として、
ＩＰファクシミリ通信ではＭＨを採用することができ、インターネットファクシミリ通信
ではＭＨ、ＭＲ、ＭＭＲの他にＪＰＥＧやＪＢＩＧ（Joint Bi-level Image Experts Gro
up）を採用することができる。
【００６１】
　フォーマット変換部１４は、読み取られた画像データや外部から受信した画像データを
、ＰＤＦ（Portable Document Format）、ＧＩＦ（Graphics Interchange Format）、Ｔ
ＩＦＦ（Tag Image File Format）等の所定のファイルフォーマットに変換する。
【００６２】
　記録部１２は、電子写真方式やインクジェット方式などの印刷方式を採用したプリンタ
装置を備え、画像記憶部１５に記憶された画像データなどを、記録紙に記録（つまり印刷
）する画像形成手段として機能する。また、ＵＳＢ　Ｉ／Ｆ２５は、ＵＳＢメモリ等のＵ
ＳＢ機器に接続するためのＩ／Ｆであり、画像記憶装置１５に記憶された原稿読み取り後
の画像データ等をＵＳＢ機器に出力したり、ＵＳＢ機器からファイルを読み込んだりする
。
【００６３】
　モデム２４は、ファクシミリ通信が可能なファクシミリモデムから構成されており、電
話回線と接続され、またＮＣＵ２３と直接的に接続されている。ＮＣＵ２３は、電話回線
と接続され、回線の制御を行う。すなわち、ＮＣＵ２３は、アナログの公衆電話回線網（
ＰＳＴＮ）との回線の閉結及び開放の動作を行うハードウェアであり、必要に応じてモデ
ム２４を公衆電話回線網と接続する。このような構成により、画像記憶部１５に記憶され
た画像データを外部へファクシミリ送信することや、電話回線からファクシミリ画像デー
タを受信して、画像記憶部１５に記憶したり記録部１２で直接印刷したりすることが可能
となる。
【００６４】
　ＬＡＮ制御部２１は、ＬＡＮと接続され、インターネット経由による電子メールデータ
の通信及びインターネットＦＡＸの通信を行う。インターネットＦＡＸは、ＬＡＮインタ
ーフェース等を用いてＬＡＮ等のコンピュータネットワークを介して、電子メールを送受
信するものである。
【００６５】
　タッチパネル１０またはキー操作部２０は、原稿の読み取り処理、画像データ送信、印
刷等の処理の中から所望の処理を選択するための操作、その処理を開始するための操作、
各処理を実行する際に必要となる設定を行うための操作（選択操作又は入力操作）などを
受け付ける操作入力部である。
【００６６】
　キー操作部２０は、操作するために必要なキー群を備えている。タッチパネル１０は、
表示部とタッチセンサ等の操作受付部とを有する。タッチパネル１０は、パネル制御部１
１によってその表示制御及び操作受け付けの制御がなされる。つまり、パネル制御部１１
は、タッチパネル１０における表示部の表示制御や操作受付部の操作受付制御を行う。
【００６７】
　タッチパネル１０の表示部には、現在の動作状態や設定情報などが表示される。この表
示は、ＧＵＩ（Graphical User Interface）画像を表示させるように、パネル制御部１１
が制御することで実現される。ＧＵＩにより、ユーザ操作に応じてその表示及び操作受付
位置を変更することができる。各ＧＵＩ及びその画像は、パネル制御部１１の内部メモリ
または制御用メモリ１９に、読み出し可能に格納しておけばよい。また、表示部としては
、液晶ディスプレイや有機ＥＬ（Electroluminescence）ディスプレイなど、様々な表示
形式の表示装置を採用することができる。
【００６８】
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　タッチパネル１０上で受けたユーザ操作は、パネル制御部１１で解釈され、操作信号と
してメイン制御部１８に伝送される。キー操作部２０で受けたユーザ操作は、キー操作部
２０自身で解釈され、操作信号としてメイン制御部１８に伝送される。メイン制御部１８
は、このようにして得た操作信号に応じた命令を他の部位に発することで、ユーザ操作に
応じた処理を他の部位に実行させる。なお、表示装置及び操作部が一体となったタッチパ
ネル１０を挙げて説明したが、タッチパネル１０の代わりに単に表示装置のみを設けても
良く、その場合、キー操作部２０のみでユーザ操作を受け付ける。
【００６９】
　タッチパネル１０及びキー操作部２０は、図６で例示するような操作パネル３０として
構成される。この例では、操作パネル３０は、各種ハードウェアキーを備えるキー操作部
３１（キー操作部２０に相当する）と、液晶ディスプレイ及びタッチセンサにより構成さ
れるタッチパネル３２（タッチパネル１０に相当）とにより構成される。以下、図１の構
成においてタッチパネル１０及びキー操作部２０の代わりにタッチパネル３２及びキー操
作部３１を当てはめて、本発明の詳細について説明する。
【００７０】
　キー操作部３１は、ハードウェアキーとして、数値入力のためのテンキー３１ａ、入力
した設定値をクリアするためのクリアキー３１ｂ、入力した各種設定を全解除するための
全解除キー３１ｃ、コピー開始、送信開始等の指示を受付けるスタートキー３１ｄの他、
プリント機能、送信機能、及びコピー機能を切替える機能切替キー３１ｅ，３１ｆ，３１
ｇ、並びに、ユーザによる設定を受付けるシステム設定キー３１ｈを備えている。
【００７１】
　上述した構成例のデジタル複合機１における動作例について説明する。
　＜原稿読み取り動作＞
　原稿読み取り動作は、読み取った原稿の画像データを画像記憶部１５に記憶（ファイリ
ング）する場合、読み取った原稿の画像データを外部に送信する場合、読み取った原稿の
画像データを印刷する場合（つまりコピーする場合）などに行われる。
【００７２】
　原稿読み取りを必要とするような処理を行うユーザ操作が操作パネル３０で受け付けら
れたとき、メイン制御部１８は、読取部１３、画像記憶部１５、画像処理部１６、及び符
号化／復号部１７などに指示を行い、次に説明するような処理を実行させる。
【００７３】
　読取部１３は、原稿台又は自動原稿送り装置に載置された原稿の画像を光学的に読み取
り、読み取った結果であるＲＧＢ画像データ（ＲＧＢのビットマップデータ）を画像処理
部１６に渡す。画像処理部１６は、そのＲＧＢ画像データに対して、Ａ／Ｄ変換、シェー
ディング補正、γ補正などの各種画像処理（以下、原稿画像処理という）を実行する。こ
こで、シェーディング処理は、読取部１３の照明系・結像系・撮像系で生じる各種歪みを
取り除く処理である。
【００７４】
　原稿画像処理としては、Ａ／Ｄ変換、シェーディング補正、γ補正に続き、原稿判別処
理、領域分離処理を実行するとよい。原稿判別処理は、入力された画像データ（ここでは
γ補正後の画像データ）から、原稿の種別を判別する処理と原稿がカラー原稿であるのか
白黒原稿であるのかを判別する処理とを含む。原稿の種別としては、例えば文字原稿、印
刷写真原稿、それらが混在した文字印刷写真原稿などが挙げられる。画像処理部１６は、
これらの原稿判別処理及び白黒／カラー原稿判別処理の結果として、判別信号（以下、原
稿判定データという）を出力する。
【００７５】
　領域分離処理とは、入力された画像データ（ここではγ補正後の画像データ）の各画素
がどのような種類の領域に属するのかを判定する処理であり、例えば、各画素が黒文字の
領域、色文字の領域、網点の領域などのいずれの領域に属する画素であるのかを判定する
処理である。画像処理部１６は、この判定結果として領域分離データを出力する。なお、
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この領域分離処理は、上述の原稿判別処理及び白黒／カラー判別処理の結果に基づき実行
してもよい。
【００７６】
　原稿判定データ及び領域分離データは、対応する画像データ（原稿画像処理後の画像デ
ータ）に関連付けられて、画像記憶部１５に記憶される。このとき、符号化／復号部１７
で原稿判定データ及び領域分離データを符号化した後、各符号化データを対応する画像デ
ータ関連付けて画像記憶部１５に記憶する。なお、画像記憶部１５へ記憶する際の符号化
は必須ではないが、以下の説明では符号化した状態で画像データが記憶されるものとして
説明する。原稿読み取り動作以外の動作についても同様とする。
【００７７】
　＜印刷動作＞
　上述した原稿読み取り動作により、読み取った原稿の画像データのファイリングまでは
完了する。次に、読み取った原稿の画像データを印刷（画像形成）する場合（つまり原稿
をコピーする場合）の印刷動作について説明する。印刷を必要とするような処理を行うユ
ーザ操作が操作パネル３０で受け付けられたとき、メイン制御部１８は、記録部１２、画
像記憶部１５、画像処理部１６、及び符号化／復号部１７などに指示を行い、次に説明す
るような処理を実行させる。なお、メイン制御部１８は、例えばコピー操作がなされたと
きには読取部１３への指示（原稿読み取り指示）も行うことになる。
【００７８】
　符号化／復号部１７は、画像記憶部１５から印刷対象の画像データとそれに対応する原
稿判定データ及び領域分離データとを読み出して復号し、画像処理部１６に渡す。画像処
理部１６は、復号後の画像データ（ＲＧＢ画像データ）に対して各種画像処理（以下、印
刷用画像処理という）を実行する。印刷用画像処理としては、以下にその概略を説明する
ように、画質調整処理、二色化処理、色補正処理、黒生成／下色除去処理、空間フィルタ
処理、変倍処理、出力階調補正処理、及び中間調生成処理などが挙げられる。黒生成／下
色除去処理、空間フィルタ処理、及び中間調生成処理は、領域分離データが示す各種領域
に応じた処理となる。
【００７９】
　画質調整処理としては、復号後の画像データから下地の検出を行って下地除去を行う。
また、画質調整処理としては、操作パネル３０によりユーザ設定された設定情報に基づい
て、下地除去後の画像データについてＲＧＢの調整（カラー調整、赤み青みといった全体
のカラー調整）、明るさの調整、及び鮮やかさの調整も行う。このとき、原稿判定データ
が示す原稿種別に応じた調整を行ってもよい。
【００８０】
　色補正処理としては、画質調整処理後のＲＧＢデータから、ＲＧＢの補色であるＣＭＹ
（Ｃ：シアン、Ｍ：マゼンタ、Ｙ：イエロー）を構成要素とするＣＭＹデータを生成し、
色再現性を高める処理を行う。黒生成／下色除去処理としては、色補正後のＣＭＹデータ
から黒（Ｋ）データを生成する黒生成処理と、元のＣＭＹデータから黒生成で得たＫデー
タを差し引いて新たなＣＭＹデータを生成する下色除去処理とを行う。
【００８１】
　空間フィルタ処理としては、これら４色のデータであるＣＭＹＫデータに対して強調処
理や平滑化処理を行う。画像データを二色（例えば赤と黒）で出力する二色カラーモード
が選択された場合には、二色化処理が実行される。
　二色化処理としては、ＲＧＢデータから指定の二色（この場合、赤色と黒色）を表現す
るようなＣＭＹデータに変換する処理を行う。二色カラーモードの場合、黒生成／下色除
去処理は二色化処理後のＣＭＹデータに対して実行され、空間フィルタ処理も実行される
が、色補正処理は実行されない。
【００８２】
　変倍処理としては、空間フィルタ処理後のＣＭＹＫデータに対し、操作パネル３０でユ
ーザ操作により設定された印刷倍率に基づいて画像拡大処理又は画像縮小処理を行う。印
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刷倍率とは、読み取られ記憶された画像データが示す画像に対する印刷後の画像の倍率で
ある。勿論、印刷倍率はユーザ操作により得られた倍率に限らず、印刷倍率に対する操作
がなかった場合にはデフォルト設定の倍率となる。
【００８３】
　出力階調補正処理としては、ＣＭＹＫデータに対し、記録紙等の記録媒体に出力するた
めの出力γ補正処理を行う。中間調生成処理としては、出力階調補正処理後のＣＭＹＫデ
ータに対して、誤差拡散処理やディザ処理により、画像を出力するための階調再現処理を
行う。出力階調補正処理や中間調生成処理では、例えば文字領域とそれ以外で処理内容を
異ならせるなど、原稿判定データが示す原稿種別に応じた処理を行ってもよい。
【００８４】
　中間調生成処理後のＣＭＹＫデータは記録部１２に渡される。記録部１２は、このよう
にして画像処理部１６で印刷用画像処理が施された画像データ（この例ではＣＭＹＫの画
像データ）を受け取り、電子写真方式やインクジェット方式などによりハードコピー（プ
リントアウト）する。なお、ここで説明した印刷動作の対象データは、読取部１３で読み
取られた画像データに限ったものではなく、例えば、外部記録媒体やネットワーク接続さ
れたＰＣなどから事前に転送され画像記憶部１５に記憶された画像データ（画像ファイル
）についても、同様に適用できる。
【００８５】
　＜印刷する画像データのプレビュー表示動作＞
　次に、原稿読み取りの結果として画像記憶部１５に記憶された画像データを、印刷前に
タッチパネル３２でプレビュー表示する動作（プレビュー表示動作）について説明する。
　プレビュー表示動作は、プレビュー表示を必要とするような処理を行うユーザ操作が操
作パネル３０で受け付けられたときに行われる。例えば、原稿読み取り後の画像データに
対して印刷実行前にまずプレビュー表示を行う設定になっているときなどにも、プレビュ
ー表示動作がなされる。
　本発明に係る実施形態では、印刷対象となる画像データをプレビュー表示するときに、
さらに画像形成する用紙の仕上げ情報を表示させるための操作入力を受け付け可能とし、
画像データをプレビュー表示している画面にて、仕上がり状態を表示させる操作入力が行
われたときに、デジタル複合機に設定されている仕上がり条件に従って、画像データのプ
レビュー画像とは別に、仕上がり状態を示す情報をタッチパネル３２に表示させる。
【００８６】
　プレビュー表示動作において、メイン制御部１８は、画像記憶部１５、画像処理部１６
、符号化／復号部１７、及びパネル制御部１１などに指示を行い、次に説明するような処
理を実行させる。なお、メイン制御部１８は、例えば原稿をコピーする操作がなされたと
きには読取部１３への指示（原稿読み取り指示）も行うことになる。
【００８７】
　符号化／復号部１７は、画像記憶部１５からプレビュー対象の画像データとそれに対応
する原稿判定データ及び領域分離データとを読み出して復号し、画像処理部１６に渡す。
画像処理部１６は、復号後の画像データ（ＲＧＢ画像データ）に対して各種画像処理（以
下、プレビュー用画像処理という）を実行する。
　プレビュー用画像処理としては、以下にその概略を説明するように、画質調整処理、二
色化処理、色補正処理、空間フィルタ処理、変倍処理、及び出力階調補正処理などが挙げ
られる。空間フィルタ処理、及び出力階調補正処理は、領域分離データが示す各種領域に
応じた処理となる。
【００８８】
　ここでの画質調整処理は、印刷用画像処理での画質調整処理と同様である。色補正処理
としては、タッチパネル３２の表示特性に基づいて、画質調整処理後の画像データ（ＲＧ
Ｂデータ）をＲ′Ｇ′Ｂ′データに変換する処理を行う。空間フィルタ処理としては、こ
のＲ′Ｇ′Ｂ′データに対して強調処理や平滑化処理を行う。
【００８９】
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　変倍処理としては、空間フィルタ処理後のＲ′Ｇ′Ｂ′データに対し、印刷倍率に応じ
た画像拡大処理／画像縮小処理を施し、さらにそのＲ′Ｇ′Ｂ′データの画素数をタッチ
パネル３２の画素数（表示解像度）に変換する処理を行うと共に、操作パネル３０でユー
ザ操作により設定されたプレビュー表示倍率に基づいて画像拡大処理や画像縮小処理を行
う。プレビュー表示倍率とは、例えば２倍、４倍等の固定倍率であって、プレビュー表示
時の画像の倍率である。勿論、プレビュー表示倍率はユーザ操作により得られた倍率に限
らず、プレビュー表示倍率に対する操作がなかった場合にはデフォルト設定の倍率となる
。
【００９０】
　画像処理部１６に設けたプレビュー画像生成部１６ａは、主にこのようなプレビュー表
示用の変倍処理によりプレビュー表示用の画像（プレビュー画像）を生成する。
　そして、後処理装置においてパンチやステープル処理を施す場合には、印刷対象となる
画像データから生成したプレビュー画像に、これらのパンチやステープルなどの仕上げ情
報の画像が合成されるのではなく、その近隣に、別にパンチ穴やステープル等の後処理の
画像データを合わせて出力表示している。
【００９１】
　出力階調補正処理としては、プレビュー画像のＲ′Ｇ′Ｂ′データに対し、タッチパネ
ル３２で画像データを表示するための出力γ補正処理を行う。出力階調補正処理では、例
えば文字領域とそれ以外で処理内容を異ならせるなど、原稿判定データが示す原稿種別に
応じた処理を行ってもよい。
【００９２】
　二色化処理は、画像データを例えば赤と黒の二色で出力する二色カラーモードが選択さ
れた場合のみに実行される。二色化処理としては、画質調整処理後のＲＧＢデータから指
定の二色（この場合、赤色と黒色）を表現するＣＭＹデータに変換する処理を行う。
　生成されたＣＭＹＫは、後段の色補正処理において、タッチパネル３２の表示特性に基
づいてＲ′Ｇ′Ｂ′データに変換される。
【００９３】
　プレビュー画像生成部１６ａで生成され出力階調補正処理されたＲ′Ｇ′Ｂ′データは
、タッチパネル３２に渡される。パネル制御部１１は、このＲ′Ｇ′Ｂ′データに対応す
る画像をＧＵＩ画像に組み込んで表示させる制御を、タッチパネル３２に対して行い、タ
ッチパネル３２でこのＧＵＩ画像を表示する。
　なお、ここで説明したプレビュー表示動作の対象データは、読取部１３で読み取られた
画像データに限ったものではなく、例えば、外部記録媒体やネットワーク接続されたＰＣ
などから事前に転送され画像記憶部１５に記憶された画像データ（画像ファイル）につい
ても、同様に適用できる。
【００９４】
　＜原稿読み取り・プレビュー表示・印刷についての補足＞
　プレビュー表示動作について印刷動作と別個に説明したが、まず印刷動作として出力階
調補正処理を施した後の画像データ（ＣＭＹＫデータ）を、タッチパネル３２の表示特性
に基づいてＲ′Ｇ′Ｂ′データに変換し、タッチパネル３２の画素数（表示解像度）に合
わせた変換処理及びプレビュー表示時の縮小／拡大率に応じた変倍処理を行って、タッチ
パネル３２に表示してもよい。印刷動作がある程度完了しておりプレビュー表示後の印刷
動作が素早く完了できるため、例えばコピー操作がなされたときに事前にプレビュー表示
を行うような設定となっている場合などに有用である。
【００９５】
　また、原稿読み取り動作として、符号化した画像データと原稿種別データと領域分離デ
ータとを対応付けて画像記憶部１５に格納する例を挙げ、この例に基づき印刷動作時やプ
レビュー表示動作についても説明した。この代替方法として、読取部１３で読み込んだ画
像データのみを対象として符号化して、一旦、画像記憶部１５に格納しておいてもよい。
この場合、印刷動作時やプレビュー表示動作時に、画像記憶部１５から読み出し符号化／
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復号部１７で復号した画像データに対して、画像処理部１６が原稿種別判別処理や領域分
離処理を施すように構成すればよい。また、このような代替方法は、ファクシミリ送信や
インターネットＦＡＸ送信等の画像データ送信時にも適用することができる。
【００９６】
　＜本発明に係るプレビュー表示の説明＞
　デジタル複合機１は、画像形成を行う画像データを画像記憶部１５から読み出して、そ
のプレビュー画像を生成するプレビュー画像生成部１６ａを有している。プレビュー画像
生成部１６ａで生成されたプレビュー画像は、メイン制御部１８の制御によりタッチパネ
ル３２に送られ、パネル制御部１１によりＧＵＩ画像に組み込んで表示する制御がなされ
、タッチパネル３２の表示部に表示される。ここではタッチパネル３２は、画像形成対象
の画像データをプレビュー表示する表示部の一例である。
【００９７】
　ここで、出力対象の画像データは、読取部１３で例示したスキャナ装置、ＵＳＢ　Ｉ／
Ｆ２５に接続されるＵＳＢメモリで例示した着脱可能な記憶装置、ＬＡＮ又は回線で例示
した通信回線のいずれかから入力された画像データであってよい。若しくは、出力対象の
画像データは、デジタル複合機１内に設けられた画像記憶部１５で示す記憶装置から読み
出された画像データであってもよい。
【００９８】
　＜プレビュー表示の具体例＞
　以下、画像データのプレビュー画像とともに表示する仕上がり状態(仕上げ情報)を示す
情報について、またそのプレビュー表示の流れについて、その具体例を挙げながら説明す
る。以下の画面表示例は、本発明の一実施形態である上記のデジタル複合機１におけるタ
ッチパネル３２における表示例を示している。
【００９９】
　図７は、デジタル複合機の標準画面の例を示す図である。標準画面４０は、デジタル複
合機１の電源がＯＮになったときやリセットされたときに、デジタル複合機１のタッチパ
ネル３２に表示されるものである。この標準画面４０では、上部のコピーキー４１が選択
され、コピーを行うための各種の条件設定が可能となっている。
　また、この標準画面４０では、コピー以外に、イメージ送信キー４２あるいはドキュメ
ントファイリングキー４３を選択することにより、ＦＡＸなどのイメージ送信を行うため
のイメージ送信モード、あるいはデータの保存や確認を行うためのドキュメントファイリ
ングモードに移行することができる。
　さらに、この標準画面４０では、両面コピーを設定するための両面コピーキー４４、パ
ンチやステープルの後処理の設定を行うための仕上げキー４５、あるいは、後述するプレ
ビュー確認キー４６などを備えている。
【０１００】
　図８は、デジタル複合機における両面コピーの設定画面の例を示す図であり、例えば、
図７の標準画面４０において両面コピーキー４４を操作(タッチ)することにより、図８に
示すような両面コピーの設定画面５０を開くことができる。ここでユーザは、片面原稿か
らの自動片面コピーを設定するための「片面→片面」キー５１、片面原稿からの自動両面
コピーを設定するための「片面→両面」キー５２、両面原稿からの自動両面コピーを設定
するための「両面→両面」キー５３、両面原稿からの片面コピーを設定するための「両面
→片面」キー５４などを操作することで、所望のコピーの設定を行うことができる。
【０１０１】
　また、図９は、図７の標準画面４０において仕上げキー４５を操作(タッチ)したときに
表示される仕上げの初期画面の一例を示す図である。
　図９の仕上げの初期画面６０において、ユーザは、印刷後の用紙(記録紙)をソートして
出力するためのソートキー６１、ソートした記録紙にステープルの設定を行うためのステ
ープルソートキー６２、同一のコピー毎に出力を指示するためのグループキー６３、２ペ
ージ分の両開きのコピー出力の真ん中にステープルを施した上で中とじを指示するための
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中とじステープルキー６４、パンチ穴をあけるための設定を行うパンチキー６５、および
、紙折りを設定するための紙折りキー６６などを操作することにより、コピー出力に関し
て所望の仕上げを行うことが可能となっている。
【０１０２】
　そして、図９の仕上げの初期画面６０において、ステープルソートキー６２を選択する
ことによって、図１０に示すステープル設定画面６０Ａが表示される。
　図１０のステーブル設定画面６０Ａでは、ステーブルソートキー６２が選択されている
ことがユーザに確認できるように、ステーブルソートキー６２自体が反転表示されるとと
もに、例えば、コピー原稿の読み込み時に読取部１３に原稿をセットする際、コピー原稿
をキー６２Ａから６２Ｃで示す方向に載置した場合に、コピー出力の左上に１か所ステー
プルを施すための指示を行うキー６２Ａ、コピー出力の左側に２か所ステープルを施すた
めの指示を行うきー６２Ｂ、および、コピー出力の左下に１か所ステープルを施すための
指示を行うキー６２Ｃをそれぞれ選択できるようになっている。
　また、パンチキー６５を選択することにより、印刷後の用紙に所定のパンチ穴を設ける
ための設定が可能であり、紙折りキー６６を選択することにより、印刷後の用紙に対する
、種々の折りたたみ方法もが設定可能となっている。
【０１０３】
　そして、ユーザは、タッチパネル３２を使用して、図７の標準画面４０に表示されたプ
レビュー確認キー４６を操作することによって、画像データのプレビューを表示させるこ
とができる。
　このときにプレビュー表示される画像データは、読取部１３（図５）によって読み取ら
れ、画像記憶部１５に記憶された原稿画像の画像データである。また、この他、ファクシ
ミリやインターネットＦＡＸ等により外部機器から受信し、画像記憶部１５に記憶した画
像データをプレビューの対象とすることもできる。
　例えばユーザは、原稿をコピーしようとするときに、読取部１３に原稿をセットして、
まずプレビュー確認キー４６を操作する。そして、その後コピーを開始するスタートキー
３１ｄ（図６）を押すことにより、原稿画像の読み取りが行われ、画像記憶部１５に記憶
された画像データがプレビュー表示される。あるいは、外部機器から受信した画像データ
を印刷させる操作をするときに、プレビュー確認キー４６を操作した後、スタートキー３
１ｄを押すことにより、その画像データをプレビュー表示させることができる。
【０１０４】
　図１１は、図７の標準画面においてプレビュー確認キーを操作したときに表示されるプ
レビュー画面の一例を示す図である。ユーザが標準画面４０においてプレビュー確認キー
４６を操作すると、図１１に示すようなプレビュー画面７０が表示される。このプレビュ
ー画面７０には、印刷対象となっている画像データのプレビュー画像７１が表示される。
このプレビュー画像７１は、画像データに対して上述のようなプレビュー用の画像処理を
行って表示したもので、縮小した画像データをページ毎に示すものである。プレビュー画
像７１は、このようにページ毎に表示され、ユーザは、ページ切換キー７２を適宜操作す
ることによって、任意のページのプレビュー画像を表示させることができる。また、現在
表示されている画像データのページはページ表示７９によっても確認することができる。
【０１０５】
　また、１１図に示すプレビュー画面７０には、設定確認キー７３、拡大／縮小キー７４
、表示の回転キー７５などが表示されていて、ユーザはこれらを適宜操作することによっ
て、プレビュー画像７１の設定を確認したり、プレビュー画像７１を拡大もしくは縮小、
あるいは回転させて確認することができる。また、プレビュー画像７１を確認することで
印刷条件を再設定する必要が生じた場合など、ユーザは再設定キー７６を操作することに
より、印刷条件を再設定するための画面を開くことができる。そして再設定画面を使用し
て印刷条件を再設定し、再設定した印刷条件に基づくプレビュー画像７１を表示させるこ
とができる。
　さらに、図１１に示すプレビュー画面７０には、コピー開始キー７７が表示されていて
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、ユーザがこのコピー開始キー７７を操作することによって、プレビュー表示された画像
データを画像形成（印刷）する処理が開始される。
【０１０６】
　例えば、図１１のプレビュー画面７０において拡大／縮小キー７４を操作することによ
って、図１２に示すように、タッチパネル上に拡大されたプレビュー画像７１Ａを表示さ
せることが可能となっている。
　なお、拡大／縮小キー７４は、４段階の拡大／縮小が選択可能となっており、最も縮小
した際には、コピー原稿の全体が表示されるようになっている。また、拡大されたプレビ
ュー画像７１Ａは、原稿の一部のみが表示されているが、スクロールバー７１Ｂを操作す
ることによって、他の部分を表示することが可能である。
【０１０７】
　さらに、このプレビュー画像の表示は、コピーモードのみならず、先述したイメージ送
信モードやドキュメントファイリングモードにおいても可能であり、図１３にイメージ送
信キー４２が選択され、かつプレビュー確認が操作された際の表示画面の一例を示すもの
であり、このプレビュー画面７０には、イメージ送信の対象となっている画像データのプ
レビュー画像７１が表示される。
　また、このプレビュー画面７０には、図１１で示したコピーモード選択時のプレビュー
画面と同様に、設定確認キー、拡大／縮小キー７４、表示の回転キーなどが表示されてお
り、ユーザはこれらを適宜操作することによって、プレビュー画像７１の設定を確認した
り、プレビュー画像７１を拡大もしくは縮小、あるいは回転させて確認することができる
。
　図１４は、図１３のプレビュー画面７０において拡大／縮小キー７４を操作することに
よって、イメージ送信モードにおいて、タッチパネル上に拡大されたプレビュー画像７１
Ａを表示させた際の表示画面を示す図である。
【０１０８】
　次に、図１１に示すプレビュー画面７０には、本発明に係る実施形態の特徴である仕上
がり状態の表示を行わせるための仕上がり表示キー７８が表示される。
　ユーザは、プレビュー画面７０により画像データのプレビュー画像７１が表示されてい
る状態で、仕上がり表示キー７８を操作することによって、印刷後の仕上がり状態をプレ
ビューとして確認することができる。この仕上がり状態のプレビュー情報は、画像データ
のプレビュー画像７１とは別の情報として表示される。
【０１０９】
　デジタル複合機１は、プレビュー画面７０において、画像データのコピージョブ（画像
形成のジョブ）に対して所定の仕上げ処理が設定されているときのみ、仕上がり表示キー
７８をアクティブな状態にして表示する。所定の仕上げ処理としては、先述したような、
ステープル処理、パンチ処理、紙折り処理などを設定しておくことができる。
　この場合、例えば、アクティブな状態であれば、ユーザによる選択操作が可能であり、
非アクティブのときには、その表示をグレーアウトしたり消去したりすることで、アクテ
ィブな状態であることを識別できるようにすることができる。
【０１１０】
　また、アクティブな状態の仕上がり表示キー７８をユーザが操作することで、仕上がり
状態を示す情報を表示させた後、再度、仕上がり表示キー７８を操作することにより、図
１１に示すような元のプレビュー画面４０に戻すことができる。
　つまりデジタル複合機１の表示制御部（プレビュー画像生成部１６ａ、パネル制御部１
１）は、画像データのプレビュー画像とともに、仕上がり状態を示す情報をタッチパネル
３２の表示部に表示しているときに、再度、仕上がり表示キー５８を選択する操作が行わ
れた場合、画像データのプレビュー画像が表示され、かつ仕上がり状態を示す情報が表示
されていない表示状態に戻す制御を行う。
【０１１１】
　あるいは表示制御部は、仕上がり状態を示す表示を表示手段に表示しているときに、再
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度、仕上がり表示キー７８を選択する操作が行われた場合、タッチパネル１０の表示部に
表示している仕上がり状態を示す表示を少なくとも消去する制御を行うようにすることも
可能である。
【０１１２】
（実施例１）
　図１５は、仕上げ情報の一例としてパンチ穴に関する情報を表示した際のプレビュー画
面の例を示す図である。ユーザは、図７に示す標準画面４０において、印刷条件を設定し
てプレビュー確認キー４６を操作することで、画像データのプレビュー画像を表示させる
ことができる。このときの表示画面は、例えば図１１に示したようなプレビュー画面７０
である。そしてこのプレビュー画面７０において、仕上がり表示キー７８を操作すること
により、図１５に示すような仕上がり状態を示す情報(仕上げ情報)であるパンチ穴８２を
表示したプレビュー画面８０Ａを表示させることができる。
　なお、プレビュー画像８１において「Ａ」と表示しているのは、画像の向きを分かりや
すくするためのものである。
【０１１３】
　ここで、プレビュー画面８０Ａでは、プレビュー画像８１は原稿を読取部１３に対して
読込んだ方向に表示される。また、仕上げ情報であるパンチ穴は、実際はこのプレビュー
画像８１で表示された記録紙領域内の左側２か所に開けられるものであるが、本実施例に
おいて、パンチ穴８２は、このプレビュー画像８１記録紙領域外の近傍であって、かつパ
ンチ穴が開けられる紙面中央部に対する方向を維持した位置の同一画面内に表示される。
また、パンチ穴８２の記録紙領域に対する大きさは、実際のパンチ穴の記録紙に対する大
きさよりも大きく表示することができる。
　また、記録紙領域外に表示された矢印８２Ａは、実際のパンチ穴が開けられる記録紙領
域の横方向の位置を示しており、パンチ穴８２の表示と併用することにより、ユーザはこ
の矢印８２Ａの表示を見ながら、パンチ穴により画像が欠けないか否かを、容易に判断す
ることが可能となっている。
【０１１４】
　このように、仕上げ情報をプレビュー画像の記録紙領域外に表示しているため、仕上げ
情報をプレビュー画像の記録紙領域内に表示する場合に比べて、仕上げ情報を大きく表示
できるため、仕上げ情報の視認性が高まる。また、仕上げ情報をプレビュー画像内で大き
く表示を行った場合には、あたかも仕上げ情報によって画像が一部見えなくなるようなプ
レビュー表示が行われることがあるが、そのようなおそれもない。
　また、原稿に既にパンチ穴が開けられていた場合、ユーザは記録紙領域内にあるパンチ
穴は自分が設定していない原稿に存在する穴であることを容易に認識できる。そして領域
外にパンチの表示があれば、ユーザはパンチの設定を行っていることを認識することが容
易となる。
【０１１５】
　さらに、仕上げ情報をプレビュー画像内に表示する場合に必要な、プレビュー画像８１
と仕上げ情報との画像合成処理の必要がなくなるため、プレビュー画像の作成が容易とな
り処理時間の短縮、すなわち表示に要する時間の短縮が可能となる。
　また、記録紙領域外に仕上げ表示を行うことにより、このような画像とは関係ない後処
理を、プレビュー後に設定したり取りやめて再プレビュー表示を行っても、記録紙領域外
の仕上げ情報のみを変化させるだけで、プレビュー画像の記録紙領域内のプレビュー表示
を変える必要がない。このため再設定を行う際のプレビュー表示も従来より迅速に表示す
ることができる。
【０１１６】
　また、この仕上げ情報を表示したプレビュー画面８０Ａにおいても、図１１のプレビュ
ー画面７０と同様に、ページ毎に表示され、ユーザは、ページ切換キー７２を適宜操作す
ることによって、任意のページのプレビュー画像を表示させることができる。また、現在
表示されている画像データのページはページ表示７９によっても確認することができる。
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さらに、拡大／縮小キー７４や表示の回転キー７５などを適宜操作することによって、プ
レビュー画像８０Ａ、プレビュー画像７１を拡大もしくは縮小、あるいは回転させて確認
することができる。
　そして、このプレビュー画面８０Ａからコピー開始キーを操作することでコピーを行う
ことが可能となっている。
【０１１７】
　図１６は、仕上げとしてパンチ穴を設けた場合における仕上げ情報を表示したプレビュ
ー画面において、パンチ穴を文字で示した例を示す図面である。
　図１５の仕上げ情報を表示したプレビュー画面８０Ａでは、パンチ穴８２を丸印で表し
たが、パンチ穴を図１６のプレビュー画面８０Ｂで示すように文字で示すことも可能であ
る。その他、パンチ穴を黒丸や二重丸の記号、あるいはアイコンなどで表現することも可
能である。また、仕上げ情報として、パンチ穴以外のステーブルや紙折りの場合も同様に
、記号、アイコン、文字などを使用することができる。
　なお、プレビュー画面８０Ｂでは，実際のパンチ穴が開けられる記録紙領域の横方向の
位置を示す矢印８２Ａも、記録紙領域外に表示されている。
　そして、これらの仕上げ情報を示す記号、文字、アイコンの表示色も変更可能であり、
適当な大きさ、色を選択することにより強調表示して視認性を高めることができる。
【０１１８】
　図１７は、仕上げとしてステープルを設けた場合における仕上げ情報を表示したプレビ
ュー画面の一例を示す図面である。
　図１７に示す仕上げ情報を表示したプレビュー画面８０Ｃにおいて、プレビュー画像８
１は原稿を読取部１３に対して読込んだ方向に表示される。そして、プレビュー画面８０
Ｃでは、プレビュー画像８１の記録紙領域外の左下近傍に、仕上げ情報であるステープル
８３が表示されている。これは、図１０で示したステーブル設定画面６０Ａにおいて、コ
ピー原稿の読込み時に読取部１３に原稿をセットする際、コピー原稿をキー６２Ｃで示す
方向、すなわち、原稿の長い辺が読み込み方向と同じになる向きに原稿をセットし、印刷
後の用紙の左下に１か所ステープルを施すための指示を行うキー６２Ｃを選択した際のプ
レビュー画面を示している。
【０１１９】
　このように、実施例１では、仕上げ情報を表示したプレビュー画像は、原稿の入力手段
である読取部１３で読込んだ位置関係(方向)を保って表示される。
　このため、ユーザは原稿を読取部１３にセットした状態でプレビュー画面を見ることが
できるため、違和感がなくなる。
【０１２０】
　また、図１８は、仕上げとしてステープルを設けた場合における仕上げ情報を表示した
プレビュー画面の他の例を示す図面である。
　図１８に示した仕上げ情報を表示したプレビュー画面８０Ｄは、図１７で示したプレビ
ュー画面８０Ｃで表示したプレビュー画像８１を、表示の回転キー７５を操作することに
よって、時計方向に９０°回転させた際の表示画面である。
　プレビュー画面８０Ｄでは、プレビュー画像８１が９０°時計方向に回転するとともに
、仕上げ情報８４もプレビュー画像８１に対する相対的位置を保った状態で時計方向に９
０°回転させて表示される。
　そして、図１８のプレビュー画面８０Ｄにおいて、表示の回転キー７５を操作すること
によって、プレビュー画像８１を反時計方向に９０°回転させた際は、図１７で示した元
のプレビュー画面８０Ｃに戻ることになる。
【０１２１】
　なお、図１８のプレビュー画面８０Ｄは、図１０で示したステーブル設定画面６０Ａに
おいて、コピー原稿の読込み時に読取部１３に原稿をセットする際、コピー原稿をキー６
２Ａで示す方向の内、原稿の短い辺が読み込み方向と同じになる向きに原稿をセットし、
印刷後の用紙の左上に１か所ステープルを施すための指示を行うキー６２Ａを選択した際
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のプレビュー画面と同様である。
【０１２２】
（実施例２）
　図１９は、仕上げとしてステープルを設けた場合における仕上げ情報を表示したプレビ
ュー画面のさらに他の例を示す図面である。
　図１９に示すプレビュー画面８０Ｅでは、プレビュー画像８１は印刷後の用紙が排紙さ
れる位置関係(方向)を保って表示される。
　例えば、図１０で示したステーブル設定画面６０Ａにおいて、コピー原稿の読込み時に
読取部１３に原稿をセットする際、コピー原稿をキー６２Ａで示す方向の内、原稿の長い
辺が読み込み方向と同じになる向きに原稿をセットし、印刷後の用紙の左側に２か所ステ
ープルを施すための指示を行うキー６２Ｂを選択したとする。その際、印刷後の用紙には
上側に２つのステープルが施されることになる。
【０１２３】
　ここで、図３で示した後処理装置３００、あるいは図４で示した後処理装置３０１では
、印刷後の用紙にステープルが施される位置は、ステープラ１７２、あるいは３６３の配
置関係から、排紙方向の後端部となり、排紙トレイ１７５、あるいは３４１へも印刷後の
用紙に対するステープルの位置は、排紙方向の後端部(図３、図４では右側端部)に設けら
れた状態で排紙されることになる。
　したがって、図１９に示すプレビュー画面８０Ｅでは、仕上げ情報であるステープル８
５は原稿のプレビュー画像８１の方向（「Ａ」に対して）に対しては相対的に上側に位置
しているが、排紙トレイへ排紙される際には、ステープルが右側に来るため、プレビュー
画像８１に対するステープル８１の位置が右側になるように表示される。
　なお、プレビュー画面８０Ｅでは，実際のステープルが設けられる記録紙領域の位置を
示すために、矢印８５Ａがプレビュー画像８１の記録紙領域外に表示されている。
【０１２４】
　図２０は、仕上げとしてステープルを設けた場合における仕上げ情報を表示したプレビ
ュー画面のさらに他の例を示す図面である。
　図２０で示すプレビュー画面８０Ｆは、図１９で示したプレビュー画面８０Ｅで表示し
たプレビュー画像８１を、表示の回転キー７５を操作することによって、反時計方向に９
０°回転させた際の表示画面である。この場合、プレビュー画像８１が９０°反時計方向
に回転するとともに、仕上げ情報のステープル８６もプレビュー画像８１に対する相対的
位置を保った状態で反時計方向に９０°回転した状態で表示される。なお、ステープルの
位置を示すための矢印８６Ａも反時計方向に９０°回転した状態で表示される。
　そして、このように実際に印刷後の用紙(記録紙)が排紙トレイに排出される方向と、プ
レビューが画像８１の方向が異なる場合は、図２０で示すプレビュー画面８０Ｆに示すよ
うに、例えば、「記録紙は縦方向に排出されます。」といったメッセージ８６Ｂを表示す
るようにしている。
　これにより、後処理装置の構成からステープルやパンチが可能な位置が特定されている
ため、ユーザが指定したステープル位置やパンチ位置によっては記録紙を横送り、または
、縦送りする必要があり、ユーザの思考する排紙方向と異なる場合が存在するため、予め
メッセージを表示させることで利用者の混乱を防止することができる。
【０１２５】
　図２１は、図１５に示したプレビュー画面を拡大表示した際のプレビュー画面を示す図
である。
　図１５で示したプレビュー画面８０Ａにおいて、拡大／縮小キー７４を操作することに
より、図２１で示すプレビュー画面８０Ｇで示すように、拡大表示したプレビュー画像８
１Ａを表示することができる。
　そして、仕上げ情報であるパンチ穴は、プレビュー画像８１を縮小表示していた際は、
記録紙領域外に表示していたが、図２１のプレビュー画面８０Ｇのように、所定の倍率以
上でプレビュー画像８１Ａを表示する場合は、プレビュー画像８１Ａの記録紙領域内にパ
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ンチ穴８７を表示するようにしている。そして、このパンチ穴８７の表示の大きさは、実
際の記録紙に対して設けられるパンチ穴の比率で表示することができる。
【０１２６】
　同様に、図２２は、図１８に示したプレビュー画面を拡大表示した際のプレビュー画面
を示す図である。
　図１８で示したプレビュー画面８０Ｄにおいて、拡大／縮小キー７４を操作することに
より、図２２で示すプレビュー画面８０Ｈで示すように、拡大表示したプレビュー画像８
１Ａを表示することができる。
　そして、仕上げ情報であるステープルは、プレビュー画像８１を縮小表示していた際は
、記録紙領域外に表示していたが、図２２のプレビュー画面８０Ｈのように、所定の倍率
以上でプレビュー画像８１Ａを表示する場合は、プレビュー画像８１Ａの記録紙領域内に
ステープル８８を表示するようにしている。そして、このステープル８８の表示の大きさ
は、実際の記録紙に対して設けられるステープルの比率で表示することができる。
　これにより、記録紙に設けられるパンチ穴やステープルの記録紙に対する実施の大きさ
や配置関係を表示することができるため、ユーザは印刷時の最終状態を的確に把握するこ
とができる。
【０１２７】
　図２３（Ａ）は、中とじステープル印刷を行う場合の仕上げ情報としてのステープルを
表示したプレビュー画面を示す図である。
　図９の仕上げの初期画面６０において、２ページ分の両開きのコピー出力の真ん中にス
テープルを施した上で中とじを指示するための中とじステープルキー６４が選択されてお
り、図７に示す標準画面４０において、プレビュー確認キー４６を操作することで、図１
１に示すプレビュー画面７０を表示し、そして、このプレビュー画面７０において、仕上
がり表示キー７８を操作することにより、図２３（Ａ）に示すような仕上げ情報であるス
テープル８９を表示したプレビュー画面８０Ｉを表示させることができる。
　ここで、ステープル８９の表示はプレビュー画像８１に対して、その記録紙領域外であ
る中央上下２か所に表示している。なお、プレビュー画面８０Ｉでは仕上げ情報として、
ステープル８９のみを示しているが、後述するように紙折りの仕上げ情報を合わせて表示
することによりユーザが中とじを把握できるようにしてもよい。
　なお、仕上げ情報としてのステープルは、図２３（Ｂ）でステープル９０として示すよ
うに、２ページ分の両開きのうち、一方の記録紙領域外に表示するようにしてもよい。
【０１２８】
　次に、仕上げとして紙折りを設定した際の仕上げ情報の表示について説明する。
　図９に示す仕上げの初期画面において、紙折りキー６６を選択することにより、印刷後
の用紙(記録紙)に対する、種々の折りたたみ方法が設定可能となっている。
　例えば、図２４（Ａ）で示すように、Ａ３の大きさの記録紙９０をまず中央の線９１に
沿って内側に二つに折った後、「Ｂ」で示す右側ページを中央の線９２に沿って外側に折
るような、いわゆるＺ折りあるいは片袖折りを設定した場合、印刷後の用紙は図２４（Ｂ
）で示すようなイメージで排紙されることになる。
【０１２９】
　そして、仕上げ情報を含むプレビュー画面として、印刷後の排紙された記録紙のイメー
ジで画像を形成した場合は、図２５（Ａ）で示すようなプレビュー画面８０Ｌとなり、プ
レビュー画像９１は、排紙された記録紙の状態を表現できるものの、折り曲げられた部分
の表示が確認できず、不完全な表示となってしまう。
　また、これを避けるために、図２５で示すプレビュー画面８０Ｍように、プレビュー画
像９１として折りたたむ前の記録紙の画像を表示し、記録紙領域内の折り目を点線９３で
表現して表示を行うことも考えられるが、その点線９３が折り目の表示なのか、実際に画
像として存在するのか区別が付かないという問題が生じる。
【０１３０】
　図２６は、本発明の実施形態を示すものであり、仕上げ情報としてＺ折りを表示したプ
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レビュー画面の一例を示すものである。
　図２６に示すプレビュー画面８０Ｎでは、プレビュー画像９１は紙折りが行われる前の
状態で表示され、また、Ｚ折りは記録紙領域外に「Ｚ折り」という文字９４でＺ折りが行
われることを表示することにより、折られる前の全体画像を認識可能にしている。
　ここで、記録紙領域外の「Ｚ折り」の文字によって、ユーザは「Ｚ折り」の後処理が設
定されていることを容易に認識可能である。また、プレビュー画面８０Ｎで示すように、
記録紙領域外に矢印で折られる部分の表示を行ってもよい。これによりユーザは折られる
位置を容易に認識することができる。さらに、図２６に示したプレビュー画面８０Ｎでは
「Ｚ折り」の文字９４で表現しているが、「Ｚ」の文字で表現することやユーザーがＺ折
りであると認識可能なアイコンで表現してもよい。
　さらに、仕上げとしてＺ折り以外の折り方を設定した場合も、記録紙領域外に矢印とと
もに、「外折り」、「内折り」などの表示を行うことで、ユーザに対してどのような後処
理が設定されているのか適切に認識させることが可能である。
【０１３１】
　以上、デジタル複合機１を例に、本発明の仕上ガリ状態を示すプレビュー表示について
説明したが、このようなプレビュー表示は、このデジタル複合機１に接続されたＰＣ（図
１のＰＣ２、ＰＣ３等）に組み込まれたデジタル複合機１用の制御プログラム（プリンタ
ドライバ）によっても実行できる。
【０１３２】
　図２７は、一般的なＰＣの構成例を示す図で、本発明のプリンタドライバを組み込み可
能なＰＣの一構成例を示す図でもある。図２７で例示するＰＣ２は、表示部の一例である
表示器２０２、キーボードやポインティングデバイス等でなる操作入力部２０３、ハード
ディスクやＲＡＭやＲＯＭなどでなる記憶装置２０４、デジタル複合機１等の外部機器に
ネットワーク２０６経由で接続するための通信Ｉ／Ｆ２０５、及び各種演算処理を実行し
てそれらを制御するＣＰＵ２０１を備える。
　ＲＯＭ又はハードディスクには基本制御を行うオペレーションシステムが、ＣＰＵ２０
１によってＲＡＭ上に展開して実行可能に格納されている。また、ハードディスクには、
文書作成ソフトや図面作成ソフトなどのアプリケーションソフトウェアと共に、本発明に
係るプリンタドライバが、同じくＣＰＵ２０１によってＲＡＭ上に展開して実行可能に格
納されている。プリンタドライバは、通信Ｉ／Ｆ２０５を介してネットワーク２０６等に
より接続されたデジタル複合機１と通信を行いながら、デジタル複合機１に例えば文書作
成ソフトや図面作成ソフトで生成した画像データに関する印刷指令を送る。アプリケーシ
ョンソフトウェアの操作やプリンタドライバでの印刷設定やプレビュー表示などは操作入
力部２０３からのユーザ操作により実行される。
【０１３３】
　そして、本発明に係るプリンタドライバは、ＰＣ２に、デジタル複合機１で出力する対
象の画像データからプレビュー画像を生成し、ＰＣ２の表示器２０２に表示するステップ
と、デジタル複合機１において出力する対象の画像データに仕上げ情報を付加して出力す
る場合、プレビュー画像の表示時に、その仕上げ情報をプレビュー画像の記録紙領域外に
表示するステップとを、実行させるためのプログラムである。
【０１３４】
　図２８～図３０は、本発明に係るプリンタドライバにおける一連の印刷設定用のＧＵＩ
画像の例を示す図である。図２８はＰＣ２の表示器２０２に表示されたＧＵＩ画像２１０
の一例であり、通常のプリンタドライバと同様に、印刷方向、印刷部数などの設定項目の
他に、プレビュー確認キー２１１が選択可能に表示されている。このプレビュー確認キー
２１１を選択することで、図２９に示すＧＵＩ画像２２０に移行する。ＧＵＩ画像２２０
では、プレビュー表示領域２２２に印刷対象の画像データから生成したプレビュー画像２
２１が表示されており、現在表示されているプレビュー画像２２１の表示ページを示すペ
ージ表示２２３やページを変更するためのページ切換キー２２４も表示されている。
【０１３５】
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　ＧＵＩ画像２２２０には、さらに仕上がり表示キー２２５も選択可能に表示されている
。この仕上がり表示キー２２５を選択することで、図３０に示すＧＵＩ画像２３０に移行
する。ＧＵＩ画像２３０には、プレビュー表示領域２２２に、図１５で示したプレビュー
画面で説明したのと同様に、プレビュー画像２２１の記録紙領域外に仕上げ情報の存在を
示すステープル２３１やパンチ穴２３２が表示されている。なお、仕上がり表示を行って
いるＧＵＩ画面２３０では、仕上がり表示キー２２５は非選択となっている。
【０１３６】
　ＧＵＩ画面２３０では、仕上げ情報としてステープル２２２とパンチ穴２３２が表示さ
れているが、先述したデジタル複合機１におけるプレビュー表示と同様に、パンチ穴の位
置を示す矢印や、紙折りの表示も可能であり、例えば所定のアイコンの表示や仕上げ情報
の表示色変更などは、全てデジタル複合機１におけるプレビュー表示と同様に適用できる
ため、その説明は省略する。
　なお、プリンタドライバは、基本的に、デジタル複合機１側で設定可能な印刷設定をす
べて行うことが可能となっており、図示しないが、パンチ穴、ステープル、紙折などの仕
上げの設定も別のＧＵＩ画面から可能となっている。
　そして、このＧＵＩ画像２３０において、例えばＯＫキーを選択することで、仕上げに
関する設定指示がデジタル複合機１側に送られて、印刷が実行される。
【図面の簡単な説明】
【０１３７】
【図１】本発明の一実施形態に係る画像形成装置の一例としてのデジタル複合機を用いて
構築される画像処理システムの構成例を示す模式図である。
【図２】図１のデジタル複合機において後処理装置を有する場合の構成を示す説明図であ
る。
【図３】図２のデジタル複合機の後処理装置を拡大して示す図である。
【図４】図２のデジタル複合機おける後処理装置の他の例を示す概略図である。
【図５】図１のデジタル複合機の構成例を示す概略ブロック図である。
【図６】図５のデジタル複合機におけるタッチパネル及びキー操作部の一例を示す外観図
である。
【図７】デジタル複合機の標準画面の例を示す図である。
【図８】デジタル複合機における両面コピーの設定画面の例を示す図である。
【図９】図７の標準画面において仕上げキーを操作したときに表示される仕上げの初期画
面の例を示す図である。
【図１０】図９の仕上げの初期画面において、ステープルソートキーを選択した際に表示
されるステープル設定画面の例を示す図である。
【図１１】図７の標準画面においてプレビュー確認キーを操作したときのプレビュー画面
の例を示す図である。
【図１２】図１１のプレビュー画面において拡大／縮小キー７４を操作することによって
表示されるプレビュー画面の一例である。
【図１３】イメージ送信モードにおけるプレビュー画面の一例を示す図である。
【図１４】図１３のプレビュー画面において拡大／縮小キーを操作することによって表示
されるプレビュー画面の一例である。
【図１５】仕上げ情報としてパンチ穴に関する情報を表示した際のプレビュー画面の例を
示す図である。
【図１６】仕上げ情報としてパンチ穴に関する情報を表示した際のプレビュー画面の他の
例を示す図である。
【図１７】仕上げ情報としてステープルに関する情報を表示した際のプレビュー画面の例
を示す図である。
【図１８】図１７のプレビュー画面を表示の回転キーを操作することによって、時計方向
に９０°回転させた場合のプレビュー画面を示す図である。
【図１９】仕上げ情報としてステープルに関する情報を表示した際のプレビュー画面のさ
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【図２０】図１９のプレビュー画面を表示の回転キーを操作することによって、反時計方
向に９０°回転させた場合のプレビュー画面を示す図である。
【図２１】図１５のプレビュー画面において拡大／縮小キーを操作することによって表示
されるプレビュー画面の例を示す図である。
【図２２】図１８のプレビュー画面において拡大／縮小キーを操作することによって表示
されるプレビュー画面の例を示す図である。
【図２３】中とじステープル印刷を行う場合の仕上げ情報としてのステープルを表示した
プレビュー画面の例を示す図である。
【図２４】記録紙をＺ折りする際の説明図である。
【図２５】仕上げ情報としてＺ折りに関する情報を表示した際のプレビュー画面を説明す
るための参考図である。
【図２６】仕上げ情報としてＺ折りに関する情報を表示した際のプレビュー画面の一例を
示す図である。
【図２７】一般的なＰＣの構成例を示す図で、本発明のプリンタドライバを組み込み可能
なＰＣの一構成例を示す図でもある。
【図２８】本発明に係るプリンタドライバにおける印刷設定用のＧＵＩ画像の一例を示す
図である。
【図２９】図２８のＧＵＩ画面においてプレビュー確認を選択した際に表示されるＧＵＩ
画面の一例を示す図である。
【図３０】図２９のＧＵＩ画面において仕上がり表示キーを選択した際に表示されるＧＵ
Ｉ画像の一例を示す図である。
【符号の説明】
【０１３８】
１…デジタル複合機、２，３…外部コンピュータ（ＰＣ）、４…インターネットＦＡＸ装
置、５…ファクシミリ装置、１０，３２…タッチパネル、１１…パネル制御部、１２…記
録部、１３…読取部、１４…フォーマット変換部、１５…画像記憶部、１６ａ…プレビュ
ー画像生成部、１７…符号化／復号部、１８…メイン制御部、１９…制御用メモリ、２０
，３１…キー操作部、２１…ＬＡＮ制御部、２２…制御用バッファ、２３…ＮＣＵ、２４
…モデム、２５…ＵＳＢＩ／Ｆ、３０…操作パネル。１０１Ａ…感光体ドラム、１０２Ａ
…現像ユニット、１０３…帯電ローラ、１０４…一次転写ローラ、１０５…クリーニング
ユニット、１０６…画像形成部、１０７…用紙収容部、１０８…用紙搬送部、１１０…露
光ユニット、１１１…中間転写ベルト、１１２Ａ～１１２Ｄ…画像形成ステーション、１
１４…二次転写ローラ、１１７…手差しトレイ、１１６Ａ～１１６Ｄ…給紙カセット、１
２１Ａ，１２１Ｂ…ピックアップローラ、１３０…画像形成位置、１３１…第１用紙搬送
路、１３２…レジストローラ、１３３…定着ユニット、１３４…第１排紙ローラ、１３５
…第２用紙搬送路、１３６…第３用紙搬送路、１３７…第５用紙搬送路、１３８…第６用
紙搬送路、１６１…第１搬送ローラ、１６２…第２搬送ローラ、１６３…第３搬送ローラ
、１７１…入口ローラ、１７２…ステープラ、１７３…整合処理部、１７４…排紙ローラ
、１７５…排紙トレイ、１７６…用紙後端検知センサ、１７８…パンチピン、２０１…Ｃ
ＰＵ，２０２…表示器、２０３…操作入力部、２０４…記憶装置、２０５…通信Ｉ／Ｆ、
２０６…ネットワーク、３００，３０１…後処理装置、３１１…入口ローラ、３１２,３
１３…排紙ローラ、３１４…ステープルトレイ排出ローラ、３２１，３２２…分岐爪、３
３２…割り込みトレイ搬送経路、３３３…ステープル搬送経路、３４１…排紙トレイ、３
４２…割り込みトレイ、３６１…排紙ガイド、３６２…用紙後端基準フェンス、３６３…
ステープラ、４００，５００…給紙装置。
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